
＜生産管理分野＞ 生産性向上支援訓練の活用事例 

【利用事業所】  株式会社 テオリック  (国東市） 
         超精密金型部品製造、超精密機械部品(半導体関連)製造 
         URＬ http://www.teoric.com/  

取組の背景 

 製品の原価管理とコストダウンに関する知識と意識を高めたい。 

 過去の実績を洗い出し、従来の見積方法と比較するなどの演習を取り入れた
い。 

訓練の実施 【訓練コース】    「 原価管理とコストダウン 」           ３時間×４日、計１２時間 
【内    容】 ・原価管理の基礎知識を学び、自社製品別原価計算を実施する。 
          ・コスト削減をテーマとした演習を行うことで効果的に取得する。 
               ・作業時間の考え方、業務効率向上のポイントを学び今後の進め 

          方を共有化する。       

受講した感想 

 

 今回の訓練でこれまで漠然としていた、自分の担当している工程が製品の価格、会社の利
益にどのように寄与しているかを明確に認識するための知識を習得できればと考え受講しま
した。講義の中では普段意識していた材料費、砥石などの消耗品以外の経費も含め工程時
間単価を決定しなければならないことが理解できました。会社の経費に関する様々な数字を
理解する事により他工程との連携を含めた工程改善によるコストダウンの重要性や改善すべ
きポイントが見えてくることも理解できました。さらに今回の訓練を通して、自社の強みを生か
しつつ,ムダを省くという意識も高まりました。今後は訓練で得た知識をそれらの改善のために
活用していきたいと思います。 

今回の生産性向上支援訓練活用のねらい 

 低コスト化と生産性向上を目指して、原価管理をコスト（費用削減）と生産性（業務
効率向上）の２軸で捉え、企業収益向上のポイントを習得する。 

受講者の声 

 事業継承が直近で行われ、幹部社員も世代交代が進みつつあるが、採算性、
原価意識がまだ浸透されていない。原価計算の知識習得、共有化を進め、幹部
社員の経営意識、管理能力を向上し、事業の活性化を図りたい。 

要望 

 

 今回の訓練にて、営業部には売上高よりも採算性を重
視する事を、製造部には製品の完成をどの様に工程間
で連携し早めるべきかの意識を幹部社員に植える事が
できました。 今後も社員の労働環境を改善していく事で

組織力をつけ、先の困難に対応できる様に進めて参りた
いと思います。 

事業主の声 


